

































Self and Others in the Pluralism of Culture
── Repeating/Repeated Question of Multiculturalism ──














































　それゆえに、トランスナショナルに交差する “ 多文化 ” は、その文
化（複数形）のいずれもが、語る主体が非在なのであるから、「帰属
することの不可能性」という特徴を持っているのであり、“ トランス ”
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